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薄塗り補修用
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試験方法

試験場所

●コンクリート躯体、 PC板、 ALC板等の

内外部補修及び全面仕上げ

●クロス、欧付材等の下地調整
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(下地・整塗材(C ・1)'合品)
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試験項目

軟度変化(%)

耐ひぴ割れ性

耐衝撃性

付着強さ(N/mm゜)

吸水量(目)

混和液

キープジョン5倍希釈液

約 8 ι

モ/ιキーフ9

,'1。,,,#20

左官用モルタル

耐

標準塗り厚

NEr25k目

株式会牡トクヤマエムテック

下地処理

練り混ぜ

塗り付け

生養

標準養生

低温養生

久

試験結果

・2.1

ひび割れなし

ひぴ割れ及ぴはがれなし

22

22

0.4

割れ、膨れ及ぴはがれなし

付着強さ:2.ON/mm゜

0~5mm

性

下地の脆弱層・レイタンス・油汚れ等は完全に除去し、十分に水洗いをして下さい。

練混ぜはモルタルミキサー等で行い、]回の練混ぜは]時間以内に使い切る量として下さい。

塗付けは、金ゴテで下こすりを行った後に所定の塗り厚に仕上げて下さい。

施工後、]週問(冬期は2週間)の養生期間をおいて下さい。

標準塗り面積

約]2mV2mm厚

●■皿■■■盟■■■■■■■■昌皿■■■■■■■■■■■■■岳■■■豊■■■■■■■皿■■■■■■■倉

1 他材料の混入は避けて下さし

1 2 気温か5で以下になると予点される場合は、施工を中止して下Lい
.

3.使用前IL製造ロソトを確認し3ケ月以上経過し六ものは使用しないて下さい

●■■■■■■■盟■■■盛■■■■■■醍制醒■■■亜■嵐聖■■■■■皿■■慨■匿邑■■■嵯■■鳳■盛●

施工1こ際しては「モルキープ標準施工要領書」を必ずで覧下さい。

JIS A 6916 (CM・1)品質基準

-20~20

ひぴ割れがないこと

ひぴ割れ及ぴはがれがないこと

0.7以上

0.5以上

2以下

割れ、膨れ及びはがれがなく、

付着強さが07N/mm'以上で
あること。

山S A 69162000 (建築用下地調整塗材) CM・1

(株)トクヤマエムテツク試験室
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